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研究成果の概要（和文）：　本研究によって、研究発表1件、図書（単著）1点、図書（共著）1点、論文（単著）5点、
論文（共著）1点を公表した。本研究では、中世前期（平安時代末～鎌倉時代）における、記録と文学の関係及び記録
が文学となるプロセスや歴史的必然性について、『方丈記』『発心集』『源家長日記』などの作品を手掛かりとして、
分析・論究を行ってきた。事実の「記録」とされてきたものに、虚構である「文学」の視点を導入して分析することで
、その「記録」が環境に要請される目的のために様々な趣向を凝らし、表現を選び、意図的な操作を行っていることを
解明することができた。文学・歴史双方の分野に対して、新たな知見を提出できたと考えている。

研究成果の概要（英文）：By this study, I announced research presentations 1, books (single Author) 1 
point, books (co-author) 1 point, paper (single Author) 5 points, paper (co-authored) 1 point. I studied 
the relationship between a record and literature, and the process by which a record will be literature, 
such as "Hojoki," "Hosshinshu," "Minamoto Ienaga Nikki" as a clue,in the Middle Ages the previous fiscal 
year (the end of Heian period between the Kamakura period). I elucidated that the "record" in fact is 
operated by the author in historical environment.It becomes possible by introducing a perspective of a 
fictional "literature". I believe that could submit the new findings for the literature and history 
research.
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１．研究開始当初の背景 
院政期から鎌倉時代という中世前期に生

み出された作品群を見渡すと、既存のジャン
ルに則りながらも、その領域を超える性質を
持つ多くの散文作品が生み出されている。そ
の一つに、男性貴族による仮名散文の「記」
が挙げられよう。本来、「記」とは何らかの
テーマを叙事的に述べる作品であり、それは
平安時代を通して漢文体で記されたもので
あった。しかし、平安時代末期、源通親によ
る『高倉院厳島御幸記』『高倉院昇霞記』、藤
原隆房の『安元御賀記』といった仮名を用い
た和文体による「記」が次々と生み出される。
これらは、漢文の領域の作品を和文体で記す
という「漢」と「和」の領域を乗りこえた作
品であった。このような、本来異質であるも
のが出会い、互いの相克を乗り越えて、新し
い領域を切り開くという性質に着目すると、
鎌倉時代の初期に成立した鴨長明の『方丈
記』、「紀行文」の嚆矢となった『海道記』な
どが視野に入ってくる。また、ジャンルとし
ては「日記」であるが、漢文日記を記す男性
貴族であるはずの源家長が、和文体で記した
『源家長日記』も同様であろう。 
これらの作品群は、既存の文学史において

はそれぞれ異なるジャンルに収められてい
るが、本来漢文の領域に位置付けられるもの
が和文体で記されるという形態的特徴にお
いて一致を見る。漢文で綴られるべき作品が
和文体の散文で書かれるという形態上の特
徴と、特定の場や出来事についての叙事的記
録という叙述姿勢上の特徴を兼ね備えると
いう共通項を持つ。これらの作品群は、中世
前期に新たに登場した「記録を作品構想の核
とする文学」と考えることができる。これを
「記録文学」と定義し、新たな文学史の枠組
みの構築と既存のジャンルを横断する多角
的な分析・検討の必要があると考える。 

 
 

２．研究の目的 
 日本文学史においては、院政期から鎌倉時
代にかけて、特定の場・行程や自らの体験・
見聞を記録するスタイルの作品が頻出する
特徴がある。従来は、「記」「日記」「紀行文」
等のジャンルに収められ、相互の関連性が論
じられることはなかった。しかし、表現行為
とそれを支える意識に着目すると、各作品は
既存のジャンルの型に則りながらも記録と
いう共通の目的と体裁を持ち、仮名散文によ
る新しい表現形態を造り上げたことがわか
る。このような性質を持つ作品群を「記録文
学」と定義し、それが生成し展開する様相を
解明したい。この解明はさらに、記録という
人間の普遍的な行為を基軸として文学史を
再構築し、日本中世文学の本質に関わる新た
な知見と枠組みの提出を可能にするものと
考えている。 
 
 

３．研究の方法 
研究方法は以下の 2 点から成る。 

【１】特定の場や出来事とそれを導く行程に
関する記録文学の研究。 
男性貴族による和文体の記である『高倉院

厳島御幸記』『高倉院昇霞記』『安元御賀記』
と、同様の特徴を持つ日記『源家長日記』に
ついて表現分析を行い、作品としての方法を
明らかにする。 
【２】自らの体験・見聞に関する記録文学の
研究。 
和文体の記である鴨長明の『方丈記』につ

いて、和漢混淆文という文体的観点からの分
析を行い、和漢混淆文がどのような表現方法
を持ち、いかなる表現世界を達成するのかに
ついて明らかにする。 
また、長明の著作『無名抄』『発心集』に

は、自らの体験・見聞をもとにした記事が多
く見出される。同時代資料を渉猟することで、
実際の体験・事実がどのように書き記され、
文学へと変容していくのか、そのプロセスと
必然性とを解明する。 
 
 
４．研究成果 
【１】特定の場や出来事とそれを導く行程

に関する記録文学の研究については、『高倉
院厳島御幸記』と『源家長日記』については、
全注釈を作成した。『源家長日記』について
は、私家版であるが、『源家長日記試解』と
いう形で前半部の注釈書を作成し、関係各所
に配布している。これらの成果をもとに、論
文「『源家長日記』の方法と始発記の後鳥羽
院像」（⑥）を執筆した。当該論文は、『新古
今和歌集』の成立過程や後鳥羽院歌壇の様相
をうかがう重要な資料として位置づけられ
てきた『源家長日記』について表現分析を行
い、作品の性質・文学史的意義を考察するも
のである。従来、後鳥羽院歌壇における重要
な和歌の催しに関する記述で筆者の記憶違
いや誤りと考えられてきたものは、同時代に
共有された表現史をもとにした意図的な虚
構である。また、そのような操作が行われた
必然性は、治天の君としての後鳥羽院像の造
型と院の聖代を言祝ごうとする目論見にあ
ることを明らかにする。後鳥羽院歌壇の「記
録」として扱われてきた『源家長日記』を文
学的手法で読み解き、表現分析を行うことで、
環境的必然性が文学（虚構の物語）としての
『源家長日記』を作り上げていることを解明
したものである。 
 【２】自らの体験・見聞に関する記録文学
の研究については、特に、鴨長明の『方丈記』
『発心集』を中心として研究を進めた。『方
丈記』については、論文「『方丈記』論──
作品成立の場と享受圏をめぐって──」（②）
において、『方丈記』読者像（長明が直接に
意識した読者）の具体的な立ち上げを試みた。
同時代における草庵の広さや草庵での独居
に関する意識と『方丈記』を引き比べること



で、長明が自らの周囲に存在する遁世者たち
に対して十分に意識的であり、そのような自
覚と自らを相対化する視線が、作品の表現を
導き出していることを明らかにした。すなわ
ち、『方丈記』の表現は、自らの草庵体験を
事実として記録するだけのものではなく、読
者対象を意識して、最大限の表現効果を持つ
ように仕組まれたものなのである。つまり、
『方丈記』とは同時代の読者によって規定さ
れ、生み出された作品だと言うことができる
が、そのようなことを可能にする場として日
野家と法界寺の文化圏に着目し、長期的な追
跡を行うことで、読者としての日野家・学術
環境としての法界寺文庫の可能性にも踏み
込んだ。 
 また、論文「『方丈記』の辻風」（④）では、
治承 4 年（1180）4 月に平安京を襲った辻風
（＝竜巻・旋風）を取り上げ、『方丈記』中
における風の表現分析から、荒ぶる風が平安
から鎌倉時代へ移り変わる激動の時期を象
徴するものであることを解き明かす。ここで
も、事実としての「辻風」が、時代を表すた
めの象徴として選ばれ、物理的な災害以上の
意味を持たされていたことがわかる。 
 『発心集』は説話集であるが、説話は、「事
実・ないしは事実と思われていること」を対
象とするものであるため、歴史書や貴族日記
に淵源を持つものも多い。従って、事実がど
のように文学となっていくのかを考える本
研究の素材として相応しいと判断した。また、
説話の対象が上述のものであるため、同一の
話が様々な説話集に収載されることになり、
同話や類話を比較することで、ある説話集の
意図や特徴を読み解くことが可能となる。そ
れは、事実が文学となるに際し、どのような
意識が働くのかということを端的に表すも
のとなろう。 
研究成果としては、まず、論文「『発心集』

の泣不動説話」（③）において、『発心集』板
本・神宮文庫本に載る泣不動説話を取り上げ
て分析し、『発心集』の意図を明らかにした。
泣不動説話の文学史の中に『発心集』を位置
付けると、それ以前のものに比べ、証空母子
の情愛に説話の焦点が結ばれていることが
明らかであり、それは筆者長明の意図的な改
変あるいは選択だったと考えられる。さらに、
このような形の泣不動説話が成立する背景
については、同時代に一世を風靡した安居院
流の唱導が母の恩愛を重視する説法を行っ
ていたこととの関連を指摘したものである。
ここでも、同時代の環境と『発心集』の表現・
話の改変に強い結びつきが見られた。 
また、研究発表「『発心集』蓮華城入水説

話をめぐって」（⑦）では、『発心集』板本・
神宮文庫本に載る「蓮華城」という出家者の
入水について、古記録『顕広王記』と歴史書
『百練抄』の記事との比較分析を行い、史実
上の蓮華城入水がいかにして説話化・文学化
されるのかを追った。蓮華城の入水は安元 2
年（1176）8 月 15 日に敢行されたが、当時、

かなり衝撃的な事件として人々に記憶され
た集団入水であったにも関わらず、『発心集』
はそれを意図的に捨象し、入水往生失敗譚と
しての再構成を行っている。本研究の核とな
るテーマ「記録」と「文学」の関係に直結す
る素材であり、事実や事件が文学となるに際
し、どのような焦点化・捨象が行われるのか、
それがどのような意図・必然性に基づくもの
なのかという現場を明らかにしたものであ
る。 
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